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Development of Teaching Materials and Tools at Special Needs






























年 教材・教具名 対象 授業
2009 フリーハンドベル 脳性麻痺児 音楽
2011 シリコンバー 筋ジス児 自立活動
2012 卓上ビー玉ゲーム 筋ジス児 自立活動
2014 ドーナツゲーム 脳性麻痺児 体育
Ⅱ　製作した教材・教具の紹介
 1 　フリーハンドベル











































































































































































































 （ 3 ）実践の様子
　運動会に向けて行った練習について報告する（2015 
山之内）。
 【2014年 5 月 7 日】中学部の生徒 6 人で行う。各コー
ナーに 2 人、2 人、1 人、1 人と分かれる。 1 人のと
ころには教師が 1 人加わる。持ち球は各コーナー 6 球
（大がバスケットボール 2 、小がバレーボール 4 ）。味
方同士対角に向き合い、2 チーム（ハッピーチーム対
スマイルチーム）で試合をする。









 【 5 月14日】審判の「 1 投目、ドン（太鼓）」で一斉






















































　写真 2 注 2 ）は、シリコンバーにスティック糊を接続
し、児童に糊付けをさせている様子である。この児童
は脳性麻痺児（小 4 女児）であり、棒状の物をうまく
握って活用することが難しい。しかし、多くの活動に
対して自分でしたいという願いを持っている。糊付け
もそうであり、これまでは教師が手を添えて糊付けを
していた。しかし、シリコンバーを補助具として用い
ることによって、自分で糊付けする感じを味わうこと
ができた。またシリコンバーの先にホワイトボード用
マーカーを接続し、ホワイトボードに点や線を描くこ
ともできた。
　現在、聾学校の幼稚部の幼児 3 名がシリコンバーを
用いた学習をしている。担任からはベルトにして巻き
付けたり、杖を作ったり、雲の形を作ったり、綱引き
にして遊んだりしていると報告を受けている。教師や
保護者が予想しなかった物を作っているとのことで
あった。
　その他、考えられる活動として、シリコンバーを組
み合わせて好きな物を立体で表したり（写真 3 ）、伸
縮性の素材（ゴム手袋　風船　ストッキング等）に絵
を描き、シリコンバーに貼って縦横に広げて絵の変化
を見て楽しんだり、紙粘土に作った形をはめ込んだり
写真 2 　糊付けする児童
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と、いろいろな活動が考えられる。
　実際に、障害児や幼児がいる現場でシリコンバーを
教材・教具として用いた事例が少ないので、子どもた
ちがシリコンバーでどのような活動をするか分からな
い。シリコンバーの汎用化を図るとするならば、今後、
現場での実践的検証が必要である。
Ⅳ　特別支援学校（病弱）における教材・教具
づくりと実践上の留意点
　これらの教材・教具作りとその実践から考えられる
特別支援学校（病弱）における教材・教具作りの留意
点についてまとめる。
・様子観察　新たな教材・教具を用いる時、児童生徒
の細かな動きや表情をよく観察し、教材・教具が負
担になっていないか、負荷の具合は適切かチェック
する。Dへのシリコンバーの活用では、教師は遂行
中の様子観察を怠っている。もっとよく Dの表情
や動きに注意していたら、Dが「先生、これは僕に
は難しいです」と言う前に、シリコンバーの負荷が
Dに合っていないことがわかったはずである。与え
られた課題についてその難しさを自ら教師に発言し
ない、したくてもできない生徒がいることを教師は
忘れてはいけない。
・楽しさ　ビー玉転がし板を改良して卓上ビー玉ゲー
ムを作った。一人用ゲームが集団のゲームになり、
会話や競い合いという要素が加わった。ビー玉を弾
くという同じ動作ではあるが楽しさは増え、課題遂
行への意欲は高まった。同じ動きをさせるのであれ
ば，なるべく児童生徒が楽しく，意欲的に取り組め
るような教具にしたい。「やらされている感」より
写真 3 　立体「犬」
「やっている感」の方が学習効果が期待できる。
・手軽さ　ドーナツゲームの用具は重く、持ち運びに
時間がかかった。そのためドーナツゲームの準備や
片づけは複数の教師でやらねばならなかった。準備
や片付けは休み時間に行う。休み時間も教師は児童
生徒のトイレや移動介助を行わねばならない。なる
べく教材・教具は準備や片付けに労力を要さない手
軽なものがよい。
・発展性　フリーハンドベルの柄がシリコンバーにな
り、卓上ビー玉ゲームを生み出すきっかけになっ
た。さらに卓上ビー玉ゲームは拡大されドーナツ
ゲームになりチームとして競い合えるゲームになっ
た。そして運動会の競技としても採り上げられた。
作られた一つの教具は、効果の有無に関わらず、そ
の物自体で完結しない。改良され別の教具になり得
るという発展性を大切にしたい。
Ⅴ　おわりに
　筆者が製作した教材・教具の紹介と実践について報
告した。フリーハンドベル→シリコンバー→卓上ビー
玉ゲーム→ドーナツゲームと、作った教具が加工され
別の教具として生まれ変わっていった。また、シリコ
ンバーのように糊付けや筆記の補助具として活用でき
るものもあった。
　元々は一人のために作った教具であった。しかし、
いずれも改良によって本人だけでなく他の児童生徒の
教具としても生かされることになった。眼前の子ども
の変化や出会う子どもの状況に合わせて作り変えるこ
とができるのはこのような手作り教具の利点であろう。
　シリコンバーはとてもシンプルな教具であるがいろ
いろな形を変えることができる。障害児や幼児の創造
性を育てる教具になり得ると思う。今後、さらなる工
夫を加え、子供たちの創造性を育む教具に仕上げてい
きたい。
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注
 1 ）自立活動とは「個々の児童又は生徒が自立を目指し、
障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克
服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、
もって心身の調和的発達の基盤を培う」ことを目標にし
て行われる授業である（2017　文部科学省）。
 2 ）掲載されている児童の写真については、保護者の使用
の許可を得ている。
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